
訪問介護員（ホームヘルパー）の仕事は大きく 

3つに分けられます。  

 

 

 

 

基本的に居宅を 1人で訪問し、限られた時間内

で多岐にわたる仕事をこなさなければならず、そ

こが敬遠されがちですが、利用者さんとの関りも

深く、感謝の言葉をいただくことも多々あります。  

マンツーマンで利用者さんと接することができる

ので、そこにやりがいを感じる人も多くいます。 

また、正職員ではなく、登録ヘルパー（パート）で

あれば、週に数回や、1日のうちの数時間のみとい

う、短時間勤務も可能であり、子育ての合間に活動

したり、ダブルワーク（副業）も可能で、自分の生活

スタイルにあった働き方ができます。 

 研修では、実際に訪問介護員として働く竹内理

沙が、その魅力や、やりがい、大変さなど話をし、参

加者の方からは「時間内に終わらない時は、どうし

たらいいのか？」「活動に使用する車は？」「給料

面は？」など、積極的な質問がありました。 

 

↑訪問介護の仕事の魅力を語る、職員の竹内理沙（写真・左） 

【家事援助】 掃除・洗濯・調理・買い物など 

【身体介護】 入浴介助・着替えや、食事介助など 

【通院介助】 通院時の見守り、付き添い 
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福祉の仕事 魅力を発信 
【訪問介護の働き方を紹介】 

 高齢化や少子化の進展によって、介護・福祉サ

ービスが担う役割は大きくなってきています。 

しかしながら産業構造の変化や、仕事に対する

意識なども多様化し、福祉や介護の現場では人

材確保が困難になりつつあり、社会の大きな課

題の一つとなっています。 

そんな中、京丹波町が京都府からの委託を受

け、「介護に関する入門的研修」を 8 月に開催

（計 4 日間）されました。 介護の仕事に関心の

ある 9 名の方が受講され、クローバーからも講

師として赴き、訪問介護の働き方などを紹介し

ました。 

 

 

クローバー・サービスでは現在一緒に働いてく

れる方を募集しています。  

特に「訪問介護員（ホームヘルパー）」「外出支

援サービスの運転員」が不足しています。  

また「デイサービス介護員」も随時募集中です。 

仕事内容により、各種資格が必要な場合もあ

りますが、資格取得の支援なども行っております

ので、ご興味がある方は一度お電話ください。 
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パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
の
医
療
活
動
に
始
ま

り
、
千
四
百
本
の
井
戸
を
掘
り
、

二
〇
〇
九
年
に
は
二
四
・
三
キ

ロ
の
用
水
路
を
完
成
さ
せ
る
。

大
旱
魃
、
飢
餓
、
貧
困
に
苦
し

む
何
十
万
人
も
の
人
々
の
暮

ら
し
を
可
能
に
す
る
事
業
は
、

今
日
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

そ
の
中
村
哲
先
生
が
銃
弾
に

倒
れ
、
四
年
近
く
が
経
っ
た
。 

 

医
師
中
村
哲 

 

 

人
々
に
必
要
な
物
は
水
と

食
料
。
そ
れ
抜
き
で
の
医
療
は
、

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い

と
現
場
で
実
感
。
ア
フ
ガ
ン
の

沙
漠
化
し
た
土
地
に
水
を
引

き
、
食
糧
を
自
給
で
き
る
こ
と

で
衛
生
状
態
を
改
善
す
る
。
難

民
化
を
食
い
と
め
、
故
郷
で
の

家
族
と
の
暮
ら
し
を
成
り
立

た
せ
る
。
中
村
医
師
は
そ
の
壮

大
な
る
事
業
を
三
十
年
以
上

や
り
つ
づ
け
た
。
荒
野
が
緑
一

面
の
沃
地
と
な
る
映
像
を
見

る
と
、
心
が
最
大
限
に
揺
り
動

か
さ
れ
る
。 

 

一
九
七
九
年
か
ら
十
年
に

及
ん
だ
ソ
連
の
侵
略
、
二
〇
〇

一
年
か
ら
の
米
英
に
よ
る
無

差
別
爆
撃
で
、
何
百
万
人
も
の

人
々
が
犠
牲
に
な
っ
て
き
た
。

英
国
の
ブ
レ
ア
首
相
は
、(

父)
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
御
座
敷

犬
と
い
わ
れ
た
。
小
泉
首
相
も

プ
レ
ス
リ
ー
の
真
似
な
ど
し

て
米
国
に
額
づ
い
て
協
力
し

た
。
当
時
の
国
会
で
テ
ロ
対
策

特
別
措
置
法
案
審
議
で
参
考

人
に
呼
ば
れ
た
中
村
先
生
は
、

「
日
本
の
軍
事
協
力
は
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
」
と
訴
え
た
。

そ
れ
に
対
し
亀
井
善
之
議
員

(

自
民)

ら
か
ら
非
難
、
嘲
笑
、

野
次
が
出
た
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
二
度
目
の
二
〇
〇
八

年
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
も
、

佐
藤
正
久
議
員(

自
民)

、
浜
田

昌
良(

公
明)

議
員
か
ら
攻
撃
を

受
け
た
。 

 

ア
フ
ガ
ン
の
救
援
活
動
は
、

福
岡
市
に
あ
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
に
よ
っ
て
寄
付
と
会
費

で
営
ま
れ
て
い
る
。 

 

映
画
『花
と
龍
』 

 
中
村
哲(

以
下
敬
称
略)

の
父
、

中
村
勉

つ
と
む

の
妻
秀
子
の
兄
が
玉

井
勝
則
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
火
野

葦
平
で
、
中
村
哲
の
伯
父
に
あ

た
る
。
そ
の
代
表
作
の
一
つ
が

『
花
と
龍
』(

岩
波
現
代
文
庫
上

下
巻)

、
七
回
映
画
化
さ
れ
て

い
る
。 

 

北
九
州
の
若
松
で
、
石
炭
の

沖
仲
仕(

ゴ
ン
ゾ)

を
や
っ
て

き
た
中
村
哲
の
祖
父
玉
井
金

五
郎
と
祖
母
マ
ン
の
一
代
記

で
あ
る
。 

 

映
画
で
は
金
五
郎
を
中
村

錦
之
助
、
石
原
裕
次
郎
、
高
倉

健
、
渡
哲
也
な
ど
が
演
じ
て
い

る
。
マ
ン
は
浅
丘
ル
リ
子
、
佐

久
間
良
子
、
星
由
里
子
、
中
村

玉
緒
ら
が
演
じ
た
。
主
要
登
場

人
物
の
数
は
多
い
が
、
金
五
郎

に
想
い
を
寄
せ
、
菊
の
花
を
つ

か
ん
だ
龍
の
刺
青
を
彫
る
お

京
は
、
淡
路
恵
子
、
藤
純
子
、

倍
賞
美
津
子
ら
の
役
ど
こ
ろ

で
あ
る
。 

有田誠(ありたまこと)  京丹波町在住の映画愛好家。 

写真は、北九州の若松と戸畑を結ぶ渡船。１９７２年、筆者撮影。 

中村哲(1946～2019) 
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話
は
日
露
戦
争
の
頃
か
ら

昭
和
へ
と
至
る
。
中
村
哲
は
、

本
人
も
言
う
よ
う
に
、
祖
父
金

五
郎
に
風
貌
も
性
格
も
似
て

い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
一

九
八
三
年
に
発
足
し
た
と
き
、

中
村
哲
が
金
五
郎
と
似
て
い

る
か
ら
寄
附
を
す
る
と
い
う

ひ
と
も
い
た
ら
し
い
。 

 

個
人
的
に
は
、
や
は
り
健
さ

ん
の
『
日
本
侠
客
伝 

花
と
龍
』

(

マ
キ
ノ
雅
弘
監
督
一
九
六
九
年)

が
好
き
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

日
活
か
ら
二
谷
英
明
、
東
宝
か

ら
星
由
里
子
が
客
演
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
好
演
で
あ
る
。 

 

加
藤
泰
監
督
版(

一
九
七
三

年)

は
、
学
生
の
と
き
、
東
京
か

ら
若
松
ま
で
出
か
け
、
現
地
で

観
た
。
こ
れ
も
好
き
で
あ
る
。 

 

 

玉
井
金
五
郎
は
、
も
と
よ
り

や
く
ざ
で
は
な
い
。
石
原
裕
次

郎
版
で
は
、
滅
多
切
り
に
さ
れ

て
も
、
相
手
の
集
団
を
傷
つ
け

な
い
。
し
か
し
、
高
倉
健
版
は
、

日
本
侠
客
伝
シ
リ
ー
ズ
の
中

の
二
本
で
あ
り
、
『
昇
り
龍
』 

(

山
下
耕
作
監
督
一
九
七
〇
年)

で

は
、
健
さ
ん
は
き
っ
ち
り
天
津

敏
演
じ
る
敵
の
友
田
を
叩
っ

切
る
。
お
ま
け
に
、
お
京
の
悲

恋
物
語
に
主
軸
が
置
か
れ
、
藤

純
子
は
ほ
と
ん
ど
緋
牡
丹
博

徒
シ
リ
ー
ズ
の
お
竜
さ
ん
だ
。 

 

中
村
勉
、
哲
父
子 

 

小
説
の
第
二
部
で
は
作
者

自
身
、
つ
ま
り
玉
井
勝
則
が
主

要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。 

 

昭
和
に
入
り
、
石
炭
の
荷
揚

げ
も
機
械
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ

こ
で
失
業
す
る
ゴ
ン
ゾ
た
ち

が
三
菱
に
対
し
て
労
働
争
議

に
入
る
。
組
合
を
結
成
し
、
戦

う
物
語
へ
と
移
っ
て
い
く
。
そ

の
な
か
に
哲
の
父
中
村
勉
も

い
た
。
玉
井
勝
則
の
協
力
を
得

て
、
若
松
市
議
選
に
出
る
が
落

ち
る
。
金
五
郎
と
マ
ン
の
三
女

秀
子(

勝
則
の
妹)

と
駆
け
落

ち
結
婚
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

勉
は
社
会
主
義
者
と
な
り
、
官

憲
に
捕
ま
っ
て
服
役
し
た
こ

と
も
あ
る
。
秀
子
も
レ
ー
ニ
ン

を
読
ん
で
い
た
ら
し
い
。 

 

し
か
し
、
中
村
哲
は
論
語
を

幼
い
と
き
か
ら
意
味
も
わ
か

ら
ぬ
ま
ま
父
に
読
ま
さ
れ
る
。

金
五
郎
、
勉
の
心
意
気
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
。 

 

中
村
哲
は
二
〇
〇
二
年
に

次
男
の
剛
を
病
気
で
失
っ
た
。 

「
バ
カ
た
れ
が
。
親
よ
り
先
に

逝
く
不
孝
者
が
あ
る
か
。
見
と

れ
、
お
ま
え
の
弔
い
は
、
わ
し

が
命
が
け
で
や
る
。
あ
の
世
で

待
っ
と
れ
」
。 

 

ま
っ
た
く
玉
井
金
五
郎
の

台
詞
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。 

 
 火

野
葦
平 

 

玉
井
一
族
は
福
岡
空
襲
で

ほ
と
ん
ど
が
殺
さ
れ
た
。
火
野

は
日
中
戦
争
に
材
を
取
っ
た

兵
隊
三
部
作
な
ど
を
書
き
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
そ
し
て
古
関
裕
而

ら
と
イ
ン
パ
ー
ル
に
従
軍
し

た
。
そ
こ
に
は
九
州
の
郷
土
部

隊
「
龍
」
と
「
菊
」
の
二
兵
団

も
苦
闘
し
て
い
た
。
戦
後
、
戦

争
協
力
作
家
と
し
て
公
職
追

放
と
な
り
、
し
ば
ら
く
書
け
な

か
っ
た
。
あ
の
戦
争
に
疑
問
を

持
つ
こ
と
な
く
関
わ
っ
た
自

己
嫌
悪
で
自
殺
を
考
え
る
が
、

一
族
を
経
済
的
に
支
え
る
責

任
か
ら
、
と
に
か
く
原
稿
を
書

き
つ
づ
け
る
。
一
九
六
〇
年
に

自
決
し
た
。 

 

「
男
は
度
胸
、
女
は
愛
嬌
」(

中

村
哲
の
言
葉) 

 

玉
井
金
五
郎 

一
九
五
〇
年
没 

七
〇
歳 

火
野
葦
平 

一
九
六
〇
年
没 

五
三
歳 

中
村
哲 

二
〇
一
九
年
没 

七
二
歳 

 

質
量
の
あ
る
人
間
た
ち
は

あ
ち
こ
ち
に
い
る
。
彼
等
彼
女

ら
を
見
習
っ
て
、
少
し
ず
つ
背

伸
び
す
る
こ
と
を
成
長
と
い

う
。 

玉井金五郎(1880～1950) 

火野葦平(1907～1960) 



↑レクリエーションで利用者さんと交流 

する向井さん（写真・左） 
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子
供
向
け
職
業
体
験
型
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「 

キ
ッ
ザ
ニ
ア
」に
今

年
７
月
か
ら
、
介
護
福
祉
士
を

体
験
で
き
る
パ
ビ
リ
オ
ン
が
出

展
さ
れ
ま
し
た 

▼
こ
こ
で
子

供
た
ち
は
介
護
福
祉
士
と
し
て

ま
ず
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
気
持
ち
を
理
解
、
介
護
の

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び

ま
す
。
そ
の
後
、
睡
眠
セ
ン
サ
ー

を
使
っ
た
睡
眠
状
態
の
確
認
や

介
護
人
形
を
使
っ
た
車
椅
子
へ

の
移
乗
介
助
な
ど
を
行
な
っ
た

あ
と
、
実
際
に
キ
ッ
ザ
ニ
ア
の
街

に
出
て
車
椅
子
に
よ
る
介
助
体

験
を
行
い
ま
す 

▼
キ
ッ
ザ
ニ
ア

は
、
世
界
１
９
ヶ
国
に
２
６
施
設

が
あ
り
、
国
内
で
は
東
京
・甲
子

園
・ 

福
岡
の
３
ヶ
所
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。 

体
験
で
き
る
職

業
は
デ
パ
ー
ト
の
店
員
、
警
察

官
、
消
防
士
、
弁
護
士
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
銀
行
員
、
パ
ン
職

人
な
ど
様
々
で
、
テ
ー
マ
は
「 

子

供
た
ち
だ
け
の
国
」。
各
パ
ビ
リ

オ
ン
に
は
子
供
の
み
が
入
場
し
、

基
本
的
に
大
人
は
入
れ
ず
、
外

か
ら
見
学
し
た
り
、
別
室
の
保

護
者
ラ
ウ
ン
ジ
で
待
機
し
ま
す 

 

▼
ま
た
キ
ッ
ザ
ニ
ア
で
は
施
設

内
だ
け
で
し
か
使
え
な
い
通
貨

「 

キ
ッ
ゾ
」が
あ
り
ま
す
。 

子

供
た
ち
は
様
々
な
職
業
体
験
を

行
う
こ
と
で
キ
ッ
ゾ
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
施
設
内
に
あ

る
銀
行
で
キ
ッ
ゾ
専
用
の
銀
行

口
座
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
作

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

こ
こ
に

預
け
る
こ
と
で
年
１
０
％
の
利

子
も
付
く
と
い
う
本
格
的
な
も

の
で
す 

▼
貯
ま
っ
た
キ
ッ
ゾ

は
、
施
設
内
の
デ
パ
ー
ト
で
商

品
を
購
入
し
た
り
、
レ
ン
タ
カ

ー
を
借
り
て
、
専
用
の
サ
ー
キ

ッ
ト
で
運
転
し
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
、
子
供
向
け
で
は
あ
り

な
が
ら
、
実
際
に
店
員
の
立
場

に
な
っ
て
接
客
し
た
り
、
お
客
さ

ん
と
し
て
利
用
し
た
り
と
社
会

の
仕
組
み
や
、
お
金
の
使
い
方

を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

▼
新
た
に
介
護
福
祉
士
の
職
業

体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
、
行
動
す

る
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

介
護
の
仕
事
へ
の
興
味
・ 

関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。< 

編
集
子 > 

介護職を目指す高校生、デイで奮闘！ 

 

高校 2年生になり将来の事を考

える時期になりました。以前から福

祉の仕事に興味があって、一度体

験してみたいと思っていました。 

初めは福祉の仕事は簡単だと思

っていたのですが、スタッフの方が

少ない人数でそれぞれの利用者さ

んを見ながら、次から次へと考えて

行動しなければならない事がわかり

ました。 

利用者さんの中には、手足が動

かない人もいれば、自分でご飯を食

べられない人もいるので一つ一つ

丁寧に声掛けしながらコミュニケー

ションをとらないといけない事もわ

かりました。  

これまでいろんな人とコミュニケー 

ションはとれているほうだと思って

いましたが、自分が普段話すように

利用者さんに声をかけても聞こえ

ていない時もあるので、ゆっくりと

大きな声で喋ってあげることが一

番難しかったです。 

そんな中、先輩たちの姿を見て

いるとコミュニケーションをとりなが

ら、次から次へと仕事をこなしてい

る姿がかっこよくて、自分も先輩の

皆さんのように素早く丁寧に介護を

してみたいと思いました。なので、

しっかり勉強して次の進路に進め

るように頑張りたいです。  

3日間の体験はすごく楽しかっ

たです。皆さんありがとうございま

した。 

 将来福祉の仕事をしたいと思っている高校 2 年生の向井 沙耶

（むかい さや）さん、自らクローバーの門をたたき、この夏休みに

デイサービスで 3 日間アルバイトに来てくれました。 短い期間で

はありましたが、自分にとって良い経験になったようで、また冬休

みに来たいと行ってくれています。 以下、向井さんのコメント。 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸接骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 

 （五十音順） 


